
　８月 23 日、イオン九州株式会社ジャスコ八代店から八代

市へ、ベビーカー３台が寄贈されました。「お子様連れで来

庁される皆さんに活用いただければ」と、木原店長から渡さ

れると坂田市長は、「利用する人も多いので、さっそく活用

させていただきます」と御礼を述べました。

　ベビーカーは、本庁舎１階総合案内所に 2台、西側入口に

1台設置してあります。

　青年海外協力

隊員として、平

成 16 年 か ら 約

２年間、中米の

コスタリカで知

的障害者に対し

ての社会復帰へ

向けたリハビリ

テーションなど

に従事されていた鋤田さんが、市長に帰国報告をされ

ました。

　参加する動機は、「日本で小児を中心にリハビリを行

なってきたが、日本以外の国のリハビリテーションの

状況を知りたかったし、自分が経験してきた事を生か

してみたかったからです。現地で着任して、驚いたのは、

日本ではあたりまえにみんなが知っているリハビリで

すが、『リハビリって、何ですか？』でした。システム

は成り立っているのですか、技術の遅れを痛感しまし

た。又、スペイン語での会話にも苦労しました。言葉

で通じなかった事を、次の日に書面で持っていったこ

とも数回ありました」と、体験を語られました。

　坂本町で

長男のお嫁

さんと２人

で助け合い

ながら暮ら

してこられ

た。お嫁さ

んの話では

「小さい時に

お母さんから、毎日一個梅干を食べると健康になると言われ

たらしく、梅干が大好きで欠かしたことがなかった」とのこ

と。また「本人のお母さんも100歳まで長生きされたそうで、

遺伝ですかね」と笑顔で話されていました。

　９月２日、坂本

公民館で、社会福

祉に対する理解と

地域福祉の一層の

推進を図ることを

めざし、「坂本福祉

のつどい」が開催

されました。

　はじめに、消費者教育ＮＰＯ法人お金の学校くまも

と　代表　徳村美佳先生による、振り込め詐欺に関す

る対処法の講演が行われ、また、各後援団体と町民に

よるカラオケも行われ、約 250 名の参加者は講演の内

容に終始興味深く聴き入っていました。出演者の熱唱

する姿に満席の会場から盛大な拍手がわき上がってい

ました。
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▲明治３９年８月３０日生

００歳おめでとうございます    
　 　　　　岡 崎  フジエさん（坂本町）

ビーカーを寄贈　 　　　　　

　　　　　　　　　　ジャスコ八代店ベ

学 んだ経験を生かしてみたかった    
　　　　　　　青年海外協力隊員 　

▲鋤田　千穂さん（島田町）
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坂 本福祉のつどい

▲歌は心の栄養剤
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ランティアで清掃活動      

　 ８ 月 23 〜

24 日の２日間

にわたり、九州

地区人権・同和

教育夏期講座

が八代市で開

催されました。

　総合体育館で

行われた開会行

事には、九州一円から関係団体や教育・行政関係者など、

約 3000 人が参加し、主催者や来賓の挨拶のあと、子ど

もの自己実現や人権のまちをめざした基調提案がなされ

たほか、思春期の子どもたちをテーマにした記念講演も

行われました。また、会場に分かれての分科会や現地で

学ぶフィールドワークも開催され、人のぬくもりを子ど

もたちへと伝える人権・同和教育に向けて、参加者たち

も真剣に取り組んでいました。

　鏡町の貝洲加藤神社では、3年に及ぶ工事が終わり、

８月 28 日、落成式が行われました。拝殿内にある加藤

清正公の絵馬は、大正 10年から神殿に飾られてきまし

たが、かなり老朽化して色あせていました。そこで、改

築に伴い、鏡中学校の美術部３年生 11名の手により修

復がなされ、みごとな絵馬に蘇りました。夏休みを使っ

て仕上げた絵馬には、秘められた情緒が伺われます。落

成式では、市長をはじめ宮総代他 80名余りの方々が参

加して神事や神楽舞等が行われました。

　８月 14日、植柳小グラウンドで、恒例の「植柳盆踊り」

が開催されました。植柳盆踊り保存会では、小学生への踊

りの伝承などの活動を行っており、この春には、伝統文化

活性化国民協会（平山郁夫会長）から地域伝統文化功労者

として表彰を受けています。

　踊りが始まると、独特の衣装に身を包んだ保存会や小学

生のメンバーに加え、地域の住民たちも次々と参加し、大

きな踊りの輪が広がっていきました。

　８月５日、白鷺電気工業（株）

の社員の皆さんの手によって、

八代城跡の石垣の除草作業が行

われました。石垣の上からロー

プを使っての危険な作業も、安

全を確認しながら手際よく進め

られ、見る見るうちにきれいに

なりました。

　また、８月 20 日には、県や

市などで主催する「くまもと・

みんなの川と海づくりデー」の

一環として、球磨川河川敷の一斉美化清掃活動が開催され、

企業や団体など約 1,100

人の市民が参加。草むらな

どに捨てられている空缶や

ごみの清掃活動に汗を流

し、市民の憩いの場となっ

ている球磨川の美化に努め

ました。

くもりを子どもたちへ　 　
　　　九州地区人権・同和教育夏期講座

ぬ

年ぶりに清正の絵馬修復
　　　　貝洲加藤神社拝殿改築落成式

▲夏期講座前の市長あいさつ

りの輪が広がる
    　　　  植柳盆踊り
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▲可燃物・資源ごみなど、１トンを超えるゴミが集まりました


